名古屋地方検察庁　御中

「幼い命を守る」管理を怠った責任を明らかにしてください
小さな子供の命の重さは、軽いですか？ 
親にとって子供の命は、一番重いものです
未来を背負う子供は、国にとっても重いはずです 
平成14年９月１８日、名古屋市緑区 私立めぐみ保育園で孫を迎えに来た男性（当時７５）の運転する車が柵を突き破り園舎屋上駐車場から転落。真下の園庭で遊んでいた３歳になる私共の娘 樹里が車の下敷きとなり亡くなりました。

調査の結果、次の事実が判明致しました。保育園の園舎屋上駐車場に設けられた柵に車転落防止強化措置が講じられていなかった事。また、設備管理の不備に起因した同類の事故が娘の事故死のわずか７ヶ月前、平成１４年２月２０日にも起こり今回が二度目の事故であった事。

「もう危険な事故を、起こさないで！」という思いから娘の死亡事故後も何ら対策を講じようとしない保育園経営者の姿勢に、つよい疑問を抱くようになりました。
今後、このような事故を再発させないよう、本来は安全であるべき保育施設内で幼い命が確実に守られるよう、管理体制の改善を求めると共に「園児の命を守る」管理を怠った責任の所在を明らかにしていただきたいと思います。樹里が返ってこないことは悲しいけれど、樹里の死を無駄にすることは、もっと悲しい事と考えました。ご賛同いただけたら幸いです。
（自署にてお願いいたします）
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